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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期連結
累計期間

第35期
第１四半期連結

累計期間
第34期

会計期間

自平成26年
　６月１日
至平成26年
　８月31日

自平成27年
　６月１日
至平成27年
　８月31日

自平成26年
　６月１日
至平成27年
　５月31日

売上高 （千円） 2,481,451 3,140,466 12,476,321

経常利益又は経常損失（△） （千円） △85,029 9,042 68,280

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △78,487 △3,695 △49,535

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △78,503 △4,608 △47,607

純資産額 （千円） 1,369,654 1,432,210 1,470,354

総資産額 （千円） 4,323,866 4,487,687 4,637,242

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △44.12 △1.98 △26.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.7 31.9 31.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第34期は１株当たり当期純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため、第34期第１四半期連結累計期間及び第35期第１四半期連結累計期間につ

いては、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としておりま

す。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

　　した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部大手企業を中心に業績の回復や賃金の上昇及び雇用環境

の改善などにより、引き続き景気回復基調で推移いたしましたものの、個人消費は未だ足踏み状態となりました。

　このような状況の下、当社グループはリーディングカンパニーの最大条件を「ファンの多さ」と定義づけ「ファ

ンつくり」を経営最大のテーマとして経営理念の実践を重ねております。

　当第１四半期連結累計期間におきまして、メーカーベンダー事業では、重点販売商品として雑貨商品、食品商品

それぞれにおいて30アイテムほどに絞り込み、売り方・見せ方を磨き上げることに注力いたしました。また、商品

開発においては、引き続き「美と健康」をキーワードとし、お客様が良品廉価性を感じる商品の開発に注力してま

いりました。

　ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業では、店舗への反復来店を促進するための諸施策をきめ細かく実施し、顧客化を図ってま

いりました。出店及び退店につきましては、新たな出店はなく、不採算店舗１店を閉鎖いたしましたことから直営

店19店舗（前年同期末23店舗）、ＦＣ店１店舗（前年同期末１店舗）の20店舗（前年同期末24店舗）となりまし

た。

　ＩＴソリューション事業では、通話録音システム「ＶＯＩＳＴＯＲＥ」、クラウド電話帳「Mobile First Box

Access」、チャットシステム「Smart M Talk」の販売強化に取り組んでまいりました一方、経費の削減に取り組ん

でまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,140百万円（前年同四半期比26.6％増）、営業利益

17百万円（前年同四半期は84百万円の営業損失）、経常利益9百万円（前年同四半期は85百万円の経常損失）、親

会社株主に帰属する四半期純損失3百万円（前年同四半期は78百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）とな

りました。

 

　各セグメントの業績は次のとおりです。

＜メーカーベンダー事業＞

　売上高は2,829百万円（前年同四半期比30.3％増）となり、営業利益は32百万円（前年同四半期は55百万円の営

業損失）となりました。

＜ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業＞

　売上高は229百万円（前年同四半期比11.7％減）となり、営業損失は6百万円（前年同四半期は15百万円の営業損

失）となりました。

＜ＩＴソリューション事業＞

　売上高は80百万円（前年同四半期比64.5％増）となり、営業損失は8百万円（前年同四半期は13百万円の営業損

失）となりました。
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（２）財政状態

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ149百万円減少しました。

　主な流動資産の変動は、「受取手形及び売掛金」が354百万円減少し、「現金及び預金」が81百万円、「商品及

び製品」が112百万円それぞれ増加したことによります。

 当第１四半期連結会計期間末の固定資産につきましては、前連結会計年度末から大きな変動はありません。

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産は4,487百万円となり、前連結会計年度末に比べ149百万円減少

しました。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末の流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ56百万円減少しました。主な

流動負債の変動は、「買掛金」が64百万円増加し、「１年内返済予定の長期借入金」が51百万円、「その他」が78

百万円ぞれぞれ減少したことによります。

　当第１四半期連結会計期間末の固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ55百万円減少しました。

　主な固定負債の変動は、「長期借入金」が59百万円減少したことによります。この結果、当第１四半期連結会計

期間末の負債は3,055百万円となり、前連結会計年度末に比べ111百万円減少しました。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ38百万円減少しました。

　主な純資産の変動は、「利益剰余金」が37百万円減少したことによります。

 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

　　はありません。

 

 

（４）研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,766,400

計 7,766,400

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式   1,952,000   1,952,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計   1,952,000   1,952,000 － －

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年６月１日～

平成27年８月31日
― 1,952,000 ― 401,749 ― 324,449

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きないため、直前の基準日（平成27年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　 88,900 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 1,862,900  18,629 －

単元未満株式  普通株式   　　200 － －

発行済株式総数
            

1,952,000
－ －

総株主の議決権 － 18,629 －

 

②【自己株式等】

平成27年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アイケイ 名古屋市中村区郷前町1-5 88,900 ― 88,900 4.55

計 － 88,900 ― 88,900 4.55

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平

成27年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 113,574 195,235

受取手形及び売掛金 2,500,967 2,146,022

商品及び製品 1,157,940 1,270,388

原材料及び貯蔵品 9,980 10,037

その他 158,044 169,607

貸倒引当金 △2,409 △2,242

流動資産合計 3,938,097 3,789,049

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 157,830 159,428

土地 80,216 80,216

その他（純額） 29,043 27,585

有形固定資産合計 267,090 267,230

無形固定資産   

のれん 56,200 52,895

その他 55,396 58,133

無形固定資産合計 111,597 111,028

投資その他の資産   

その他 331,331 331,269

貸倒引当金 △10,874 △10,891

投資その他の資産合計 320,457 320,378

固定資産合計 699,145 698,637

資産合計 4,637,242 4,487,687

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,089,386 1,154,063

短期借入金 500,000 510,000

1年内返済予定の長期借入金 347,358 296,340

返品調整引当金 10,750 9,380

その他 551,524 473,226

流動負債合計 2,499,019 2,443,009

固定負債   

長期借入金 464,605 404,785

退職給付に係る負債 74,618 77,454

役員退職慰労引当金 121,330 123,187

その他 7,314 7,040

固定負債合計 667,868 612,467

負債合計 3,166,887 3,055,476
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 401,749 401,749

資本剰余金 365,001 365,001

利益剰余金 739,884 702,652

自己株式 △38,938 △38,938

株主資本合計 1,467,697 1,430,465

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,657 1,744

その他の包括利益累計額合計 2,657 1,744

純資産合計 1,470,354 1,432,210

負債純資産合計 4,637,242 4,487,687
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

売上高 2,481,451 3,140,466

売上原価 1,494,643 1,879,184

売上総利益 986,807 1,261,282

販売費及び一般管理費 1,071,094 1,243,594

営業利益又は営業損失（△） △84,286 17,687

営業外収益   

受取利息 66 47

受取手数料 916 954

その他 537 560

営業外収益合計 1,519 1,562

営業外費用   

支払利息 2,108 2,003

デリバティブ評価損 － 7,166

その他 153 1,037

営業外費用合計 2,262 10,207

経常利益又は経常損失（△） △85,029 9,042

特別損失   

固定資産除却損 3,613 －

減損損失 4,751 －

特別損失合計 8,364 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△93,394 9,042

法人税等 △14,906 12,738

四半期純損失（△） △78,487 △3,695

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △78,487 △3,695
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

四半期純損失（△） △78,487 △3,695

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △15 △913

その他の包括利益合計 △15 △913

四半期包括利益 △78,503 △4,608

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △78,503 △4,608

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

　非連結子会社ザウンドインダストリートウキョウ㈱の金融機関からの借入および仕入債務の求償権の履行に対

し、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成27年５月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年８月31日）

借入債務 10,300千円 8,200千円

仕入債務に対して負担する求償債務

（極度額）
30,000 30,000

合計 40,300 38,200

 

 

２．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年５月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年８月31日）

受取手形裏書譲渡高 8,435千円 5,253千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

       当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

　　　期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日）

　減価償却費 13,779千円 12,941千円

　のれん償却 － 3,305
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年８月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

 （千円）

１株当たり

配当額

（円）

　基準日 　効力発生日 配当の原資

平成26年8月21日

定時株主総会
　普通株式 32,023 18 平成26年5月31日 平成26年8月22日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年８月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

 （千円）

１株当たり

配当額

（円）

　基準日 　効力発生日 配当の原資

平成27年8月20日

定時株主総会
　普通株式 33,535 18 平成27年5月31日 平成27年8月21日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年６月１日　至平成26年８月31日）

　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

調整額
四半期連結損益計

算書計上額 
メーカー

ベンダー事業

SKINFOOD

事業

ITソリュー

ション事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 2,172,012 260,442 48,995 2,481,451 － 2,481,451

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 1,350 10,664 12,014 △12,014 －

計 2,172,012 261,792 59,660 2,493,466 △12,014 2,481,451

セグメント利益又は損失

(△)
△55,334 △15,449 △13,299 △84,083 △203 △84,286

（注）１．セグメント損失の調整額△203千円は、連結消去に伴う調整額であります。

　　　２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　　　３．当第１四半期連結会計期間から、通信販売事業をメーカーベンダー事業へ、CRMソリューション

　　　　　事業をITソリューション事業へセグメントの名称変更をしております。なお、この名称変更によ

　　　　　るセグメント情報に与える影響はありません。

 

　　　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

         （固定資産に係る重要な減損損失）

　「ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業」セグメントにおいて、店舗における営業活動から生ずる損益が継続してマイナス

であり、今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗について、帳簿価額を減損損失として特別損失に計上

しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において4,751千円であります。

 

　　　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年６月１日　至平成27年８月31日）

　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント

調整額
四半期連結損益計

算書計上額 
メーカー

ベンダー事業

SKINFOOD

事業

ITソリュー

ション事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 2,829,945 229,967 80,553 3,140,466 － 3,140,466

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 2,842 － 2,842 △2,842 －

計 2,829,945 232,809 80,553 3,143,308 △2,842 3,140,466

セグメント利益又は損失

(△)
32,478 △6,234 △8,575 17,667 19 17,687

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額19千円は、連結消去に伴う調整額であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △44円12銭 △1円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△78,487 △3,695

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）
△78,487 △3,695

普通株式の期中平均株式数（株） 1,779,100 1,863,100

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在し

     ないため、記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月13日

株式会社アイケイ

取締役会　御中

 

栄監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 澤田　　博　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 市原　耕平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイケ

イの平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平成

27年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイケイ及び連結子会社の平成27年８月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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